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希土類フッ化物は純良な単結晶が作成可能で同じ結晶構造の中に 4f 電子数が

異なる元素を置換することができる。そのため、電子スピン状態、電子軌道秩序

状態、増強核磁気秩序状態などの様々に異なった系が実現でき、多岐にわたる物

理現象の解明が期待できる。特に RLiF4 系物質（R=希土類元素）では磁気双極

子間相互作用が R3+の磁気モーメントの低温秩序において支配的な役割を果た

し、R=Dy、Er では双極子 xy反強磁性、R=Tb、Hoでは双極子イジング強磁性を

示し、磁場による量子相転移が観測されている[1]。また、TmLiF4では強い磁気

弾性相互作用により、常磁性状態で巨大な磁歪をもつことが報告されている[2]。 

今回我々は、キャパシタンス式歪測定装置と Quantum Design 社の PPMSを用

いて、温度範囲 2-300K、磁場範囲 0-8T で RLiF4（R= Dy,Ho,Tm,Yb）単結晶試

料の熱膨張測定および、低温領域における磁歪測定を行い、常磁性相での熱膨

張係数および磁歪係数の結晶軸異方性を測定した。特に DyLiF4では 0-8Tの磁

場範囲において ΔL/L～10-2程度の巨大な磁歪を観測した。講演ではこれらの結

果について報告する。 
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